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謹
賀
新
年 

 

神
郷
校
区
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
素
は
、
公
民
館
運
営
に
関
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
各
事
業
が
円
滑
に
進
行
、
推
進
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
各
種
団
体
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
協

力
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

地
域
住
民
の
た
め
に
社
会
教
育
に
推
進
す
る
拠
点
、
施
設
と
し
て
中

心
的
役
割
で
あ
る
公
民
館
は
、
人
々
が
気
軽
に
「
つ
ど
う
」
場
で
あ

り
、
自
ら
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
社
会
の
要
請
に
答
え
る
た
め
の

知
識
・
技
術
を
「
ま
な
ぶ
」
場
で
あ
り
、
地
域
の
様
々
な
機
関
・
団
体

を
「
む
す
ぶ
」
場
で
す
。
神
郷
公
民
館
の
令
和
二
年
の
目
標
と
し
て
住

民
同
士
が
「
つ
ど
う
」
「
ま
な
ぶ
」
「
む
す
ぶ
」
こ
と
を
即
し
、
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め

関
係
機
関
と
協
力
し
て
地
域
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

又
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
」
や
、
放
課
後
や
週
末
に
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
や
、
小
・
中
学
校
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

三
月
に
は
公
民
館
を
よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
一
階

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
二
階
ト
イ
レ
も
新
設
さ
れ
ま
す
。 

本
年
も
公
民
館
の
一
層
の
躍
進
に
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

令
和
二
年
元
旦 

神
郷
公
民
館 

館
長 

柴
田 

誠
治 

               

令
和
二
年 

元
旦
亥
年 

神
郷
公
民
館 

館 

長 

柴
田 

誠
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

神
郷
俳
句
教
室 

 

 
 

  

母
と
行
く
ゆ
っ
く
り
と
行
く
秋
の
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
藤 

由
子 

 

山
の
木
々
日
毎
濃
く
な
る
秋
の
色 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
川 

由
紀
子 

 

一
句
詠
み
秋
風
涼
し
又
一
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
崎 

俶
昌 

 

上
向
き
に
一
歩
前
進
冬
銀
河 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
田 

八
重
子 

 

縁
に
干
す
赤
色
美
し
き
唐
辛
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

小
野 

美
重
子 

 

新
涼
や
夜
空
に
光
る
星
遊
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
藤 

ミ
ド
リ 

 

光
芒
や
寂
か
に
釣
瓶
落
し
の
伊
予 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
地 

清
子 

 

貨
車
過
ぎ
る
余
韻
線
路
に
霜
の
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
易 

千
鶴
子 

 

秋
暁
や
訃
報
放
送
よ
く
聞
こ
ゆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

三
好 

寿
惠
子 

薄
氷

う
す
ら
い

を
杖
の
な
す
ま
ま
触
れ
て
み
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
上 

生
子 

 

 

冬
う
ら
ら
路
傍
に
が
ら
く
た
市
が
立
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阪
上 

史
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 
人 口  9,878人 
（男）  4,782人 
（女）  5,096人 
世帯数  4,567世帯 
令和元年9月末現在 

 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 

大
掃
除
の
お
礼 

 
 

 

１２
月
８
日
に
神
郷
公
民
館
・
小
学
校
体
育
館
の

大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
年
末
の
お
忙
し
い
中
、

大
勢
で
す
み
ず
み
ま
で
掃
除
し
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
か
げ
様
で
新
し
い
年
を
気
持
ち 

よ
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

迎  

春 

校
区
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の 

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
校
区
の
各
種
行
事

並
び
に
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
一
層
の
お
力
添
え

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
元
旦 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会 

会
長 

藤
原 

説
夫 

 
 

 

令
和
元
年
度 

人
権
標
語 

 

《
一
年
生
》 

 
 

と
も
だ
ち
の
や
さ
し
い
こ
と
ば
で 

、
げ
ん
き
１００
ば
い 

一
組 

石
川 

拳
（
け
ん
） 

お
も
い
や
る 

や
さ
し
い
き
も
ち
で 

こ
こ
ろ
ぽ
か
ぽ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

二
宮 

愛
心
（
あ
の
ん
） 

つ
な
い
だ
手
あ
っ
た
か
い 

み
ん
な
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

山
田 

佑
佳
（
ゆ
う
か
） 

 

《
二
年
生
》 

ニ
コ
ニ
コ
こ
と
ば 

あ
っ
た
か
こ
と
ば 

い
っ
ぱ
い
ふ
や
し
て 

え
が
お
い
っ
ぱ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
組 

矢
野 

心
美
（
こ
こ
み
） 

 
 

さ
あ
お
い
で
！ 

み
ん
な
が
は
い
れ
る 

な
か
ま
の
わ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

溝
淵 

篤
未
（
あ
つ
ま
） 

 
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？ 

き
み
の
ゆ
う
き
に 

金
メ
ダ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
組 

玉
井 

暁
登
（
あ
き
と
） 

 

《
三
年
生
》 

目
と
目
を
合
わ
せ
て 

ニ
コ
ッ
と
わ
ら
お
う 

心
と
心
つ
な
が
る
よ 

一
組 

中
野 

暁
登
（
あ
き
と
） 

は
じ
め
よ
う 

や
さ
し
い
心 

自
分
か
ら 

二
組 

浮
田 

結
生
（
ゆ
い
） 

み
つ
け
よ
う 

み
ん
な
の
い
い
と
こ 

さ
が
し
隊 

三
組 

玉
木 

鈴
乃
（
す
ず
の
） 

《
四
年
生
》 

「
や
め
て
！
」
と
言
え
な
い
人
も
い
る
ん
だ
よ
。
わ
か
っ
て
あ
げ
て
、
心
の
い
た
み 

一
組 

難
波
江 

奎
芯
（
け
い
し
ん
） 

「
待
っ
て
る
よ
！
！
」
友
の
手
紙
に
す
く
わ
れ
る
。 

二
組 

荒
井 

颯
斗
（
は
や
と
） 

「
や
め
よ
う
よ
。
」
そ
う
言
え
る
の
は
、
友
だ
ち
だ
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
組 

曽
我
部 

茅
依
（
ち
い
） 

 

《
五
年
生
》 

 
 

ど
ん
な
時
も 
笑
顔
に
勝
る 

も
の
は
無
し 

一
組 

深
江 

律
希
（
り
つ
き
） 

 
 

や
め
よ
う
よ 

言
え
る
勇
気 

真
の
友 

二
組 

宮
内 

樹
月
（
い
つ
き
） 

や
さ
し
さ
は 

こ
こ
ろ
を
さ
さ
え
る 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

三
組 

小
野 

紗
楽
（
さ
ら
） 

《
六
年
生
》 

変
わ
る
の
は 

ま
わ
り
じ
ゃ
な
く
て 
自
分
か
ら 

一
組 
田
中 

心
菜
（
こ
こ
な
） 

伝
え
よ
う 

感
謝
の
気
持
ち 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

伊
藤 
葵
（
あ
お
い
） 

思
い
出
い
っ
し
ょ
に
作
ろ
う
よ
。
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。 

三
組 

永
易 

咲
夏
（
さ
い
か
） 

受
け
と
め
よ
う 

考
え
方
は
ち
が
っ
て
も 

四
組
渡
邊 

未
菜
（
み
な
） 
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  江戸時代の俳人・松神子村田ノ上の小野奇丈 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   １月（睦月）の行事予定   

 

１～３日      年始休み 

６日（月）     御用始め 

      19：00～ 健全育成部定例会    神郷公民館 

７日（火）19：00～  老人会長会        〃 

８日（水）     小・中学校第３学期始業式 

11：00～ 七草粥               〃 

     18：00～  運審会          〃 

１０日（金）13：30～ 見守り推進協議会     〃 

１２日（日） 8：00～ 手みやげ事業       〃 

１５日（日）     ドッチビー       神郷小学校 

１６日（木）     幼稚園卒園パン作り   神郷公民館 

      19：00～ 社協事務局会      神郷公民館 

１９日（日）13：30～ 新居浜凧あげ大会    マリンパーク 

２３日（木）19：30～ 連合自治会長会     神郷公民館 

２５日（土）10：00～ 三世代お手玉けん玉遊び 神郷公民館 

２８日（火）19：30～ 補導定例会       神郷公民館 

 江戸時代の俳人・松神子村田ノ上の小野奇丈の句碑が、

田の上の大師堂（新四国８３番札所）の境内にあります。

「昔この道草をしつ春の月」という句です。 

 奇丈は、寛政１１年（１７９９）に松神子村田ノ上の小

野（榎の本）分家の長男に生れ本名は彦助で、橙園また柏

悦とも号したといい、明治１２年８１歳の生涯を終えるま

で俳句の道にいそしんだとあります。 

 文献によると、新居浜地方俳壇の発祥は西条城下町の家

中であり、松山・今治・小松も同様に地方文芸は城下町を 

中心に流行を見ました。そして、元禄時代に芭蕉が俳風を

一新してから蕉門の正風が天下を風靡しました。この地方

においては銅山関係者が進出して俳道にいそしみ、村々の

庄屋や富豪もまた興味を示し、寛政・享和の頃に至って地

方俳壇の組織が出来たのであります。この頃新居浜地方の

俳人に、これまで一茶の寛政伊予の旅で紹介した、沢津の

阿弥陀堂で一茶を世話した沢津の橘平、新居浜東町の本宅

に一茶を泊めた騎龍、そして一茶が泊まって句会を開いた

田の上の庄屋の小野彦之丞（俳号榎堂）の名前がありま

す。 

 文化文政時代は、江戸文化の熟燗期で、この地方でも神

社や寺への俳諧奉納が盛んとなり、文化７年の一宮神社の

奉納句額が代表であります。そして願主の俳壇の長老とし

て榎堂が名を連ねており、榎堂の句は「露振ふ、音のしに

けり 夜の鹿」であります。 

 元来田の上の小野家は風流人が多く、寛政７年一茶が小

野本家に吟杖を留めて以来、小野一族の俳諧に志すものが

多く、文化文政時代から奇丈・画中・羅月・三千丸・夏暁

・敬吾らが相次いで俳壇に躍り出たが、中でも奇丈が優れ

ていたとあります。 

 幕末の俳壇の世界では、尊王攘夷の議論をよそ目に、嘉

永・安政・万延・文久・元治・慶応・明治と俳壇は別の次

元でありました。垣生法泉寺句額献納、宇高八幡神社句額

献納、等々幕末３０年の句作は量において豪勢であり、俳

壇の世界は一般の社会まで浸透しました。幕末の俳人に奇

丈の名があります。 

 安政３年（１８５６）の夏に、小野一族の瓢堂・其蓮・

鶴岱・鶯呼・都克・暁雨・寿亭の７人が願主となり宇高八

幡神社に句額を献納しております。代表作を紹介します。 

 

  見心を 奪われている 牡丹かな    小野 瓢堂 

  神移す 神輿を覆ふ  若葉かな   小野 其蓮 

  松の月 はなれて梅の 月夜かな   小野 鶴岱 

 

 

 

 

お手玉・けん玉遊び大会 

 

多世代との交流と触れ合いと昔遊びの継承を目的に

お手玉・けん玉遊び大会を開催いたします。 

ご家族揃ってご参加下さい。 

 

日時 令和２年１月25日（土）10時から12時 

場所 神郷公民館 大会議室・１階和室 

参加費 無料 ※参加賞あります 

服装 動きやすい服装、ご自分のお手玉・けん玉があ

る方はご持参下さい。 

内容 お手玉・けん玉パフォーマンス 

   お手玉遊び・けん玉遊び・ヨーヨーお手玉遊び 

申込 老人クラブ、公民館（℡４６－１１８１） 

１月１５日まで 

 

 ＜＜公民館からお知らせ＞＞  
 

１月８日（水）11:00～12:00 神郷公民館に
おいて、神郷いきいきクラブさんが作って下さ
った「七草がゆ」をいただきます。 

  ご近所お誘い合わせのうえお越し下さい。   
参 加 費  無料 

 

昔
こ
の 

道
草
を
し
つ 

 
 

 

春
の
月 

 

奇丈の句碑 

神郷小学校昔の遊び １１月２１日 

公民館探検11月27日 しめ縄作り12月23日 
 

神郷小学校1年生の「昔の遊び教室」が１１月２１日

開催され、老人クラブ・神郷史情・お手玉クラブ・リフ

レッシュ体操の皆様が協力して下さいました。 

11月27日には約90名の2年生児童が公民館に施設見

学に訪れ、柴田館長からの公民館の概要説明班、いきい

き友の会さんのパン作り体験班、お手玉ｸﾗﾌﾞさんによる

お手玉遊び班の3班に分かれて学習しました。 

12月23日には5年生児童が老人クラブさんからしめ

縄つくりを教えて頂きました。 

小学生は地域の伝統等を学び、関わった地域の方々は

小学生から元気をもらいました。 

 


